
参 考平成２３年度調査検討結果の概要 

１ 調査検討課題等

 
 

 

  

 

背景及び目的 

• 急速な高齢化社会の到来 
• 東日本大震災による高齢者の安否確認及び応急ケアの難しさの再認識 
• 高齢者に対する日常的な福祉の増進、非常災害時における福祉の維持に必要な情報の確実な流通 

調査検討課題 

• 高齢者福祉に関する現状と課題 
• 災害時の高齢者福祉に関する課題 
• 高齢者福祉分野における情報通信システムの現状 
• 在宅する高齢者宅及び高齢者福祉施設周辺における電波環境 
• 高齢者福祉に望ましい無線システム（高齢者地域福祉無線システム）

技術的検討課題 

• 高齢者地域福祉無線システムに活用する電波（ホワイトスペース）の探索 
• 高齢者地域福祉無線システムの技術的条件、共用条件 



２ ホワイトスペースの探索 

探索結果 

 高齢者福祉施設周辺（仙台市）の電波環境を測定し、ホワイトスペースとして３８３．５
～３８３．６ＭＨｚ（１００ｋHｚ）及び３８４．２～３８４．６７５MHｚ（４７５ｋHｚ）並びにテレビ放
送波帯から１６ｃｈ又は２６ｃｈの利用可能性を確認 

３ 高齢者福祉に望ましい無線システム（高齢者地域福祉無線） 

～機能を絞って簡単操作、耐災害性～

無線システムに必要な要件 

必要な通信エリア 
• 地域包括支援センターの業務エリア

（概ね半径２ｋｍ） 

伝 送 情 報 
• 音声通話（リアルタイムによる復信） 
• データ通信（バイタルデータの単向通信） 
• 緊急通報（単向通信） 
• 見守り情報（単向通信） 

伝 送 ル ー ト 
• 全ての通信は地域包括支援

センター経由 

端 末 数 

• ５００台（独居高齢者、老々介
護宅における利用を想定） 

耐 災 害 性 

• 非常時の通話輻輳対策機能があ
ること。 

• バッテリー駆動も可能であること。 

そ の 他 

• 使用方法が簡便であること。 
• 秘話機能があること。 

 



４ 高齢者地域無線システムに必要な技術的条件及び共用条件 

技術的条件 

周波数 
• ３８０ＭＨｚ帯若しくはＴＶ１６ｃｈ又は２６ｃｈ 

出 力 
• ０．００１～１Ｗ 

電波の型式（変調方式） 
• ＦＳＫ（周波数偏移変調）又はＰＳＫ（位相偏移変調）

占 有 周 波 数 帯 幅 

• １６ｋＨｚ以上 

 

 

伝 送 速 度 
• ２０ｋｂｐｓ以上 

双 方 向 方 式 
• ＴＤＤ（時分割復信）高速

誤 り 制 御 
• 音声通話はＦＥＣ（誤り訂正）方式 
• データ通信はＡＲＱ（自動再送）方式 

チャネル選択機能 

• キャリアセンス又は周波数シフト機能 

共用条件 
• 高齢者地域福祉無線システムは、二次業務の無線局とする。 
• 二次業務の無線局は、周波数が既に割り当てられ、又は後日割当てられる一次業務の無線局に有害な混信を生じさせてはならない。 
• 二次業務の無線局は、周波数が既に割り当てられ、又は後日割当てられる一次業務の無線局からの有害な混信に対して、保護を要

求してはならない。 

注１） 一次業務の無線局は、地上デジタル放送等が該当する。また、他の二次業務の無線局には、エリア放送が想定される。 
注２） 共用技術には、キャリアセンス又は周波数シフト機能等が想定される。 
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